
  

　　新EasyISTRの紹介
　　　（EasyISTR ver 3.40.230720）

1.　四面体1次要素（341要素）の平滑化
　　平滑化して精度向上を図った要素
2.　接触タイプに「TIED」を追加

接触面を結合する

23/07/20　藤井

FrontISTR-5.5で追加された内容をEasyISTRに反映



  

1.　四面体1次要素（341要素）の平滑化
元々四面体1次要素は、精度が悪い。
精度を向上する為に、応力、ひずみを平滑化する（各節点、各辺で応力・ひずみ成分を求め平均化）
この要素を使う為には、cntファイル中に以下を追加する。
　!SECTION, SECNUM=1, FORM341=SELECTIVE_ESNS

EasyISTR上では、以下の様にチェックするのみ。



  

平滑化要素（SELECTIVE_ESNS要素）の精度確認
100x20x5mmの片持はりで計算精度を確認する。
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はり先端の変位 mises最大応力 計算時間

板厚を1分割 板厚を4分割 i7, 2.6GHz
mumps、thread:4 で計算。

変位に関しては、2次要素とほぼ同等で精度高い。
応力は、従来1次と2次要素の中間。
計算時間は、2次要素よりも早い

2次要素が使えない接触解析では、
平滑化要素で効果が発揮できる。
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2.　接触タイプに「TIED」を追加
現状の接触タイプは、「SSLID（微小すべり）」「FSLID（有限すべり）」のみだが、これに加えて
「TIED（結合） ver5.5以降」を追加。
接触面では、通常すべりが発生するが、TIED（結合）は、

すべりは発生せず、接触部品同士を引っ張ることもできる。
EasyISTRでは、部品の結合を !EQUATION で行っていたが、この方法は、非線形では使えなかった。
今回のTIEDは、非線形解析でも使える。



  

3.　FrontISTR-5.5の入手方法
以下よりダウンロードする。
「https://www.frontistr.com/download/」

「LATEST」をダウンロードする。
（v5.5は、平滑化要素にバグがある為。）
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